
「とくしま藍の日を定める条例の一部を改正する条例（案）」に係るパブリックコメントの募集結果について

（１）募 集 期 間 平成２９年１１月９日(木)から平成２９年１１月２７日(月)まで

（２）意見提出件数 11件

（３）御意見の概要と考え方について

No. 御意見の概要 御意見に対する考え方

１ 藍染めの色は、繰り返し使ううちに色が変わり味わい 貴重な御意見をありがとうございます。

が出てくる。

そういう天然の藍色の良さを世界に発信してほし 情報発信を行うことは、とくしま藍の日

い。 を定める条例の第一条に明記していると

おり、大変重要であると認識しており、 御

意見の趣旨につきましては、今後の施策

の参考となるよう、関係部局にお伝えしま

す。

２ 本年３月に「とくしま藍の日を定める条例」が制定さ 貴重な御意見をありがとうございます。

れ、県内各地において関連イベントが開催されたのを

きっかけに、初めて藍染めを体験しました。 とくしま藍の日を定める条例の第四条に

染める過程での色の変化や、出来上がりの濃淡、身 おいて、「県は、本県の藍に関する文化の

近な道具を使っての模様付け等、段階ごとに気持ちが 継承及び産業の振興や国内外に向けた

ワクワクし、一度体験するとその魅力に取り付かれまし 魅力発信に資するための事業を行い、ま

た。 たは必要な助言等、協力を行うもの」とし

今回の条例改正で、新たに「県の色を定める」を追 ており、県議会としましても、それらを促進

加することは、日を定めることとセットにすることで、相 してまいりたいと考えております。

乗効果もあり、県民の共通認識や気運がさらに高まる

ものと期待しております。 御意見の趣旨につきましては、今後の

このように条例が進化していくことにより、藍の振興 施策の参考となるよう、関係部局にお伝

や、魅力発信のための施策も更なる充実を図っていた えします。

だきたいと思います。具体的には、まず、藍に触れる機

会の創出が重要であると思います。また、徳島県は藍

染料であるすくもの本場であり、藍によって本県経済が

栄えてきたという歴史や、藍文化の伝統継承の重要

性について、将来を担う子供たちに、これまで以上の

教育を推進していくべきであると思います。

３ 今回条例を改正し、「県の色を定める」ことは、県民 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

に目に見えて分かりやすく、気運がさらに高まっていくも りがとうございます。

のと期待しております。

特に感じたことは、「藍色」の定義が「藍が染め出す 県議会としましては、藍が染め出す様

色」とし、ＪＩＳ規格等で厳密に指定しないことに、大いに 々な色味は、それぞれに美しく魅力のある

賛成します。色の濃淡により様々な表現ができ、人に ものであり、色を規格等で決めることなく、

よって好みも様々、季節によっても感じ方が異なってく 藍染めの色を徳島県の色とすることで、他



ると思います。それこそが藍の魅力であり、徳島らしさ にない徳島ならではの｢県の色」になれば

だと思います。 と考えております。

御意見の趣旨につきましては、今後の施

策の参考となるよう、関係部局にお伝えし

ます。

４ 今回、県議会が条例改正に取り組まれていることを 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

通じ、県議会の藍の振興に対する意気込みが感じら りがとうございます。

れ、一県民として心強く思っているところであります。

条例自体に特に意見はありませんが、条例制定後、 県議会としましても、藍に関する人材育

いかに施策に結び付けていくのかが重要であると思い 成、生産方法の開発、ブランド力の向上

ます。気運醸成は必要ですが、それだけに終わらず、 等は、次世代に文化を継承し、阿波藍の

藍の振興に携わっている「現場の声」にしっかりと耳を 魅力を国内外に広めていく上で、大変重

傾けていただきたいと強く思います。 要であると認識しております。

藍の魅力が県内外に広まっても、それを「業」として

振興していくためには、伝統を受け継ぐ人材育成はもと 御意見の趣旨につきましては、今後の

より、省力化等による生産方法の開発、ブランド力を高 施策の参考となるよう、関係部局にお伝

めた販売価格の設定等、様々な課題があります。 えします。

行政、経済団体、大学等のあらゆる知を集めた支

援を是非お願いします。

５ 徳島の色を定めることには、賛成です。 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

昨年度末、「とくしま藍の日を定める条例」が制定さ りがとうございます。

れ、藍の振興や魅力の発信に資する様々な取組が県

内各地で行われているところであり、このタイミングで徳 県議会としましては、藍が染め出す様

島の色を藍色と定めることは、より一層の藍の魅力発 々な色味は、それぞれに美しく魅力のある

信につながると思います。 ものであり、色を規格等で決めることなく、

また、藍染めは、様々な色合いを表現できる技法で 藍染めの色を徳島県の色とすることで、藍

もあることから、色を細かく指定していないところも、特 色と言えば徳島と言われるようになればと

徴的であり、徳島らしさが出ていると思います。 考えております。

御意見の趣旨につきましては、今後の

施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

６ 徳島県の色を藍色にすることに賛成です。 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

藍色の濃淡様々な色味があるところが、徳島県のも りがとうございます。

つ多様な魅力を表現しているようで良いと思います。

また、県の色を定めることで、県民が藍に関心を持 県議会としましても、この条例改正を契

つきっかけになったり、郷土への愛着や誇りを感じられ 機とし、国内外に藍の魅力をひいては徳

るのではないかと思います。 島の魅力を発信し、県民が誇りを感じられ

本条例が、阿波藍、さらには徳島県の魅力発信に るよう、県等の取組を後押ししてまいりた

つながることを期待しています。 いと考えております。

御意見の趣旨につきましては、今後の



施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

７ 「藍といえば徳島」であり、藍色は男女関係なく使え 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

るかっこいい色なので、藍色を徳島の色と決めるのは りがとうございます。

すごくいい。

条例で決めてみんなに知らせることで県外の人たち 県議会としましても、この条例の改正を

にも徳島の藍を知ってもらえたらいいと思う。 契機として、国内外に藍の魅力を発信し

ていけるよう、県等の取組を後押ししてま

いりたいと考えております。

御意見の趣旨につきましては、今後の

施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

８ 阿波藍を県内外の人にもっとアピールしてほしいと 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あり

思っていたので、藍色を徳島県の色とすることには賛 がとうございます。

成である。

藍色を徳島県の色とすることで、徳島県自体の魅 県議会としましても、この条例の改正を

力アップ、特に、経済の活性化につながるよう、観光 契機として、国内外に藍の魅力を発信し、

産業などとタイアップした取組も進めていってほしい。 産業の振興にもつないでいけるよう、県等

の取組を後押ししてまいりたいと考えており

ます。

御意見の趣旨につきましては、今後の

施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

９ とくしま藍の日を定める条例が制定されてからは、県 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あり

や市町村だけでなく、民間団体や個人での藍に関する がとうございます。

行事や活動が、活発に行われているような気がしま

す。 県議会としましても、この条例の改正を

条例を改正し、さらに徳島県の色を藍色とすること 契機として、国内外に藍の魅力を発信し

で、より藍に対する県民の関心が高まって、藍と言えば ていけるよう、県等の取組を後押ししてま

徳島という自覚さえ出てくると思います。 いりたいと考えております。

すばらしい藍の文化が県全体に広がり、今後の国内

外への情報発信につながり、人材育成や産業振興の 御意見の趣旨につきましては、今後の

気運が高まることを期待します。 施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

10 藍色を徳島の色とすることには大賛成です。 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

ただ、藍の日を定め、藍色を徳島の色とする条例を りがとうございます。

定めただけで終わってしまわないかと心配しています。

「藍染め、藍色といえば徳島県」と多くの人に思って 若者の情報発信力の高さを活用する

もらえるよう、より一層のＰＲに努めていただきたいと思 ことは、大変有効であると考えております。

います。



ＳＮＳによる発信やマスコミに取り上げてもらう機会が 県議会としましても、この条例の改正を

増えるような施策に力を入れ、特に若い人たちが、徳 契機とし、若者をはじめとする全ての県民

島の藍の魅力に触れ、徳島の藍の世界にどんどん入 に藍の魅力に親しんでいただけるよう、県

ってもらえるようになったらいいなあと思います。 等の取組を後押ししてまいりたいと考えて

おります。

御意見の趣旨につきましては、今後の

施策の参考となるよう、関係部局にお伝

えします。

11 阿波藍は、徳島県を代表するすばらしい伝統文化だ 条例改正の趣旨に御賛同いただき、あ

と思いますので、藍色を徳島県の色とすることに賛成し りがとうございます。

ます。

県や市町村には、これを機会に阿波藍が産業として 県議会としまして、阿波藍の魅力を国

発展するよう取組を強化していただきたいと思います。 内外に広めていくことで、藍に関する産業

藍を食したり、藍染め木材を開発したりと、用途が拡 の振興が図れるよう、県等の取組を後押

がっていることもすばらしいことと思いますが、やはり、 ししてまいりたいと考えております。

本来の阿波藍製品がより多くの人に使ってもらえるよう

になり、産業として十分に成り立つようになって、すくも 御意見の趣旨につきましては、今後の

作りも含めて阿波藍の文化が末長く続いていくよう取り 施策の参考となるよう、関係部局にお伝

組んでいただきたいと思います。 えします。


